
令和７年度有田市立糸我小学校 スクールプラン

有田市学校教育方針

児童の実態

【学 校 教 育 目 標】

【めざす児童像】
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確かな学力の向上 豊かな心の育成 健やかな体の育成 地域とともにある学校

保護者・地域の願い

前年度の学校評価

認め合い、学び合い、郷土を愛する子供
の育成を図る～小中連携を通して～
○一人一人を生かし、学び続ける力を育てる。
○人とのふれあいを通して、豊かな心を育てる。
○たくましく健やかな体を育てる。
○自然や文化とのふれ合いを深め、郷土に対する
誇りや愛情を育む。

○上級生が下級生の面倒をよく見る。
○真面目に学習に取り組む児童が多い。
○挨拶ができる児童がふえてきている。
●読解力・表現力に課題がある。
●自尊心が低い。
●根気強く取り組める児童が少なくなってきた

○心身ともに健康で、たくましく、命を大切に
できる子

○失敗を恐れず何事にも挑戦できる子
○素直で明るい子
○自ら考え、正しく判断し、行動できる子
○郷土を誇りに思い、愛する子

（１）自ら進んでよく考える子
（２）郷土を愛し、優しく思いやりのある子
（３）健康で明るくたくましい子
（４）ねばり強くやり遂げる子

◎主体的に学ぶ児童の育成を
目指した授業研究の推進

○学習の基礎基本の定着
○読書活動の推進

◎認め合い励まし合い、自己有
用感を高める活動の推進

○豊かな体験活動の推進
○道徳・人権教育の充実

◎健康で安全な生活習慣の定着
○自己管理能力の高い児童の
育成

◎保護者や地域との連携を密に
した学校づくり

○地域の人材や資源を有効に活
用する教育の推進

○地域との活動をとおして学びを充実
させる。

○小小連携を推進する。
○関係機関を活用した避難訓練や安
全教育の推進。

○スタートカリキュラムの活用や保育
所との交流活動を通し、保幼小の
連携・接続の推進を図る。

○学校だよりや学級だより、ホーム
ページ等での積極的な情報発信。
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・学校は適切に情報発信していると答える
保護者の割合が９０％以上

・学校は、家庭や地域と協力・連携して
いると答える保護者の割合が９０％以上

○授業研究をとおして「自分たちで
学習を進められる児童の育成」と

「わかる・できる」を両立する。
○主体的・対話的な学びを実現する
ための見取りと支援を充実させる。

○学力調査の結果分析を授業改善や
個別指導に活用し学力向上に繋ぐ。

○「学習の約束」等により，学習に
向かう姿勢や習慣を定着させる。

○朝読書や授業中の図書館活用，図
書ボランティアによる支援等で，児
童の読書活動を活性化する。

○一冊の本を読み切る経験を重ねる。

・「授業内容がよくわかる」で児童の
割合が９０％以上

・「わかりやすい授業をしている」で保
護者の割合が９０％以上

・「主体的･対話的な学びのある学習を
充実させている」で教員が９０％以上

○互いを尊重し合う，居心地のいい
学級作りを進める。

○元気なあいさつができる児童を育
てる活動や声かけを行う。

○保護者との連携等によりいじめや
不登校の未然防止･早期対応に努
める。

○保護者にいじめアンケートを実施
○児童に情報モラルについて指導す
るとともに，保護者へも啓発を行う。

○縦割り班活動や，地域と連携して，
心を耕す活動を充実させる。

○体力テストの結果を生かして体力
づくりや体育の授業改善を進める。

○病気や事故，災害等から自らを守
るための保健教育，安全教育を充
実させる。

○歯の大切さを意識して歯を磨く習慣
を付ける。

○給食をとおした食育の推進を図る。
○児童に「早寝･早起き･朝ごはん」
や健康保持に必要な睡眠時間確
保･習慣化の指導を行うとともに保
護者へも啓発を行う。

・「学校が楽しい」で児童の割合が９５％以上
・「挨拶ができている」で児童，教員の割合が
９５％以上

・「自分には良いところがある」で児童の割合が
９０％以上

・「学校はいじめのない学校・クラスづくりの取
組を行っている」で保護者の割合が９０％以上

・「子供の健康管理・体力向上の取組を
行っている」で保護者割合が９０％以上

・「学校は安全に配慮している」で保護者
の割合が９０％以上

・規則正しい生活に関する項目で児童の
割合が９０％以上

【別紙様式③】

郷土を愛し、未来を拓く子を育てる

○複式学級を見据えた取組を低学年から実施
○地域や関係機関と連携・協働を大切にした取組が
できている。また、他校との交流もよかった。

○縦割り班での児童の成長に繋がっている。
○ＩＣＴを活用の継続と授業改善により楽しい授業を。
●学校が楽しいと感じている児童が少なくなって
いるのが課題である。

●自信をもってハキハキとした児童の育成が必要。


